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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年7月9日(2020.7.9)

【公開番号】特開2018-187164(P2018-187164A)
【公開日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2017-93276(P2017-93276)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１５Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月13日(2020.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に配設され、遊技球を入賞可能な開放状態と入賞不能な閉鎖状態とに開閉され
る開閉入賞口と、
　該開閉入賞口を開閉させるラウンドを所定の回数を上限として一又は複数回繰り返し、
１回のラウンドは予め定められた所定個数の遊技球が入賞すると終了する特別遊技を実行
する特別遊技制御手段とを備えた弾球遊技機において、
　前記特別遊技制御手段は、前記ラウンドにおいて前記開閉入賞口に入賞する遊技球が所
定領域を通過することに起因して抽選を行い、当選すると次ラウンドも開閉させるラウン
ド抽選手段と、
　該ラウンド抽選手段は、前記所定領域を通過する何番目の遊技球で抽選を行うかを予め
決定する抽選順番決定手段と、
　該抽選順番決定手段により決定された抽選順位を表示する抽選順位表示手段と、
　を備えたことを特徴とする弾球遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の弾球遊技機において、
　前記抽選順番決定手段は、少なくとも一部の前記ラウンドで前記抽選順位を変更し、
　前記抽選順位表示手段は、前記抽選順位が変更されたときには、前記開閉入賞口を前記
開放状態としたときに前記抽選順位を表示する、ことを特徴とする弾球遊技機。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の弾球遊技機において、
　前記開閉入賞口は、遊技球が始動口に入球したとき予め定められた確率下で当選するこ
とに起因して前記開放状態とされ、
　前記抽選順番決定手段は、前記確率が高確率である場合と低確率である場合とで前記抽
選順位を相違させた、ことを特徴とする弾球遊技機。
【請求項４】
　請求項１に記載の弾球遊技機において、
　前記特別遊技制御手段は、前記ラウンド抽選手段による抽選を行うことなく無条件で次
のラウンドに進む無条件ラウンドを有する、ことを特徴とする弾球遊技機。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項１に記載の弾球遊技機は、遊技領域に配設され、遊技球を入賞可能な開放状態と
入賞不能な閉鎖状態とに開閉される開閉入賞口と、該開閉入賞口を開閉させるラウンドを
所定の回数を上限として一又は複数回繰り返し、１回のラウンドは予め定められた所定個
数の遊技球が入賞すると終了する特別遊技を実行する特別遊技制御手段とを備えた弾球遊
技機において、前記特別遊技制御手段は、前記ラウンドにおいて前記開閉入賞口に入賞す
る遊技球が所定領域を通過することに起因して抽選を行い、当選すると次ラウンドも開閉
させるラウンド抽選手段と、該ラウンド抽選手段は、前記所定領域を通過する何番目の遊
技球で抽選を行うかを予め決定する抽選順番決定手段と、該抽選順番決定手段により決定
された抽選順位を表示する抽選順位表示手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項２に記載の弾球遊技機は、　請求項１に記載の弾球遊技機において、抽選順番決
定手段は、少なくとも一部のラウンドで抽選順位を変更し、抽選順位表示手段は、抽選順
位が変更されたときには、開閉入賞口を開放状態としたときに抽選順位を表示する、こと
を特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　特別遊技終了後に高確率状態に移行するか否かにより抽選順位を相違させても良い。こ
れが請求項３に記載の弾球遊技機である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　前記抽選順番決定手段により決定する抽選順位は、複数有しても良い。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　請求項４に記載の弾球遊技機は、請求項１に記載の弾球遊技機において、特別遊技制御
手段は、ラウンド抽選手段による抽選を行うことなく無条件で次のラウンドに進む無条件
ラウンドを有する、ことを特徴とする。
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